
















































　調査期間は 2020年 5月 11日（月）～ 5月 22
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1年 182 168 92.3%
2年 194 126 64.9%
3年 176 122 69.3%
4年 183 96 52.5%










































































































































































































































































学生は 1年生が 2～ 4年生に比べ有意に高く，解

















































































































































1年 2年 3年 4年
**
**p<0.01(残差分析)
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低かったが，それ以外では，学年差は認められな
かった．しかし，遠隔授業に関する不安はやはり 1
年生が高いため，今後丁寧な指導が必要であること
が推察される．
　「大学生活」に関する不安は，全体では 1～ 3年
にかけて学年の進行とともに高まり，1年生が有意
に低く 3年生が有意に高かった．大学生活は在籍
年数が長くなるほど人間関係や活動の場が広がり，
関りも深くなるため，学校へ行けない今の状況はそ
ういった関係が保ちにくいと予想される．学生同士
が繋がれる場や活動できる場を，感染予防対策を徹
底しつつ実施していく必要があろう．
　「大学生活」に関する具体的な不安には，学年差
が顕著に認められた．就職活動や教員採用試験に関
する不安では 4年生が，インターンシップや教育
実習に関しては 3年生が高かった．また，新型コ
ロナウイルスの感染対策やそれらの支援に関して
は，1・2年生が高かった．したがってそれぞれの
学年状況を見極めた対応が必要である．
　「経済」高不安群は，学年進行に伴い増加する傾
向にあった．学費や生活費のため 8割の学生がア
ルバイトを行っているが，その中の 7割以上の学
生が新型コロナウイルスの感染拡大によりアルバイ
トの機会が減ったり，解雇されたりした．そういっ
た学生は経済高不安群の割合が高く，学年が高いほ
どその傾向が強いことが示された．アルバイトの状
況は学生の経済的な不安と直接的に結びつき，アル
バイトで得た収入が学生の経済を支える割合が学年
が進むにつれ高くなっていることが推察される．
5.	 まとめ
　本研究は，コロナウイルス感染拡大の影響による
スポーツ科学部学生の健康・大学生活・日常生活
（経済面）における不安やニーズの実態を把握し，
学生の安全・安心を守る教育支援体制構築の一助に
することを目的として実施された．
　その結果，遠隔授業の実施に対し，授業の質，通
信環境や実施方法に不安が高かった．また新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響でアルバイトの機会が
減ったり，解雇されたりした学生がアルバイト実施
